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2009 年 10 月より 2011 年 3 月までの期間にベロ細胞由来日本脳炎ワクチン接種が行われた 79
人(平均年齢 40.7 :t 9.4歳)に対してワクチン接種前後で中和抗体を測定する前向き観察研究を
施行した。男性は 54 人で全体の 68.4010で、あった。ワクチン接種前の抗体陽性率は 5 1.9%、ワク
チン接種後陽性率は 93.7%、抗体陽転率は 86.8%で、あった。またワクチン接種前の幾何平均抗
体価は 14.7、ワクチン接種後幾何平均抗体価は 70.1 であり、幾何平均抗体上昇比は 4.76 で、あっ
た。ワクチン接種前抗体陽性群と陰性群における、年齢、性別、接種記録、ワクチン接種歴につ




いて接種あり群、問診群、不明群で 34.6 歳、 39 歳、 45.6 歳と有意差を認めた。以上より、 25-39
歳 (40 歳未満群)、 40 歳以上群の 2 群間の検討をおこなったところ、年齢 (32.6 歳、 47.5 歳)、
性別(男/女: 27/38 人 27/41 人)、抗体陽転率 (69.2% 、 96.0%) 接種前幾何平均抗体価 (22.0、
10.5) 、接種後幾何平均抗体価 (129、 42.0) に関して有意差を認めた。接種前抗体陽性率 (63.9% 、





得られることが分かつた。 40 歳以上群では 1 回の追加接種で抗体上昇の力価は低いものの抗体
陽転化が高い割合で認められた。一方、 40 歳未満群では、抗体上昇の力価は高いもの、陽転化
は 40 歳以上群より低い傾向が認められた。 40 歳未満群では、ワクチン接種歴を文書で確認され

















本研究では、ベロ細胞由来日本脳炎ワクチン接種が行われた 79 人(平均年齢 40.7 :t 9.4歳)に対してワク
チン接種前後で中和抗体を測定する前向き観察研究を施行し、ワクチン接種前の抗体陽性率は 51.9%、ワク
チン接種後陽性率は 93.7%、抗体陽転率は 86.8% と、従来のマウス脳由来日本脳炎ワクチン接種世代に対す
るワクチン単回投与の一定の有用性を示唆するデータを得た。また、年齢、性別、接種記録、ワクチン接種歴
についての検討では、日本脳炎ワクチンが定期接種開始された前後の 25・39 歳 (40 歳未満群)、 40 歳以上群
の 2 群聞の検討を行い、年齢 (32.6 歳、 47.5 歳)、性別(男/女: 27/38 人、 27/41 人)、抗体陽転率 (69.2% 、
96.0%) 、接種前幾何平均抗体価 (22.0、 10.5) 、接種後幾何平均抗体価 (129、 42.0) に関して有意差を認め
る結果を得た。一方、接種前抗体陽性率 (63.9%、 4 1.9%) 、接種後抗体陽性率 (88.9% 、 97.7%) 、幾何平均
抗体上昇比 (5.90、 4.00) はいずれも有意差を認めなかった。また、それぞれのワクチン接種歴を検討したと
ころ、 40 歳以上群では接種歴にかかわらず一定の効果が得られたものの、 40 歳未満群では、文書で、の確認に
よっての違いが認められた。ワクチン接種歴を文書で確認された場合は 1 回の追加接種で 100%抗体陽転化が
確認できたのに対し、文書で確認できない場合は、 55.6%の抗体陽転率であり、基礎接種からの実施を含めた
複数回の接種の必要性を検討することが示唆された。これらの所見はベロ細胞由来日本脳炎.ワクチンの日本人
成人に対する接種方法を検討する際の有用かっ新たな知見をもたらしたと考えられ、審査の結果、本論文内容
が十分学位に値することが確認された。 よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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